
 
 
 

 

令和７年度全国学力・学習状況調査 

－相模原市の結果概要－ 

 

令和７年度全国学力・学習状況調査の本市の結果概要をお知らせします。本調査においては、小学校６

年生・義務教育学校６年生及び中学校３年生・義務教育学校９年生に対し、教科調査、児童生徒質問調査

が行われたほか、学校に対し、学校質問調査が行われました。 

 

１ 調査の対象と教科調査の実施教科 ※CBT：コンピュータを用いて行われる学力調査 

〇 小学校６年生及び義務教育学校６年生 … 国語、算数、理科 

〇 中学校３年生及び義務教育学校９年生 … 国語、数学、理科（CBT） 

 

２ 教科調査の平均正答数、平均正答率、平均 IRT スコア 

小学校・ 

義務教育学校 

（前期課程） 

国語 算数 理科 

14 問 16 問 16 問 

正答数（問） 正答率（％） 正答数（問） 正答率（％） 正答数（問） 正答率（％） 

相模原市 9.4 67 9.2 57 9.8 58 

神奈川県 9.3 66 9.4 59 9.7 57 

全 国 9.4 66.8 9.3 58.0 9.7 57.1 

相模原市－全国 ±0 +0.2 -0.1 -1.0 +0.1 +0.9 

 

中学校・ 

義務教育学校 

（後期課程） 

国語 数学 理科 

14 問 15 問 
IRT スコア 

正答数（問） 正答率（％） 正答数（問） 正答率（％） 

相模原市 7.7 55 7.5 50 509 

神奈川県 7.6 55 7.6 51 510 

全 国 7.6 54.3 7.2 48.3 503 

相模原市－全国 +0.1 +0.7 +0.3 +1.7 +6 

※ 本市及び神奈川県の平均正答率は整数値で示しています。 

※ 中学校理科調査は、タブレット PCを使って行われ、学校ごとに異なる問題を解いています。そのた

め、調査結果は平均 IRT スコアをもとに示しています。 

IRT（Item Response Theory）とは、児童生徒の正答・誤答が、問題の特性（難易度、測定精度）に

よるのか、児童生徒の学力によるのかを区別して分析し、児童生徒の学力スコアを推定する統計理

論です。詳細は、文部科学省 Web ページをご覧ください。 

令和７年７月 31 日 
相模原市発表資料 



 〔文部科学省 Web ページ〕 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku-chousa/zenkoku/mext_03311.html 

 

３ 本市の結果について 

本市と全国の平均正答率、平均 IRT スコアを比較すると、全国と同程度となっています。 

今後、調査結果をさらに詳細に分析するとともに、教員に対して研修を実施するなど、指導力の向上に

努めます。なお、本調査における教科調査と児童生徒質問調査の結果は、市ホームページで公表いたしま

す。 

 

・分析資料の作成、学校への提供 

・授業づくりに関する研修の実施 

・指導や支援を充実させるための人的配置 

・基本的生活習慣の確立や家庭学習習慣の定着に向けた取組の実施 

・学校ごとの結果分析を支援 

学力の向上に関する取組 

お問合せ先 

相模原市教育委員会 

学校教育課 

042-769-8284 

本調査の詳細資料は国立教育政策研究所Webページをご覧ください。 
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku-chousa/zenkoku/mext_03311.html
https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html


令和７年度 全国学力・学習状況調査

教科調査（国語、算数・数学、理科）の結果

【相模原市】



【調査結果から分かる本市の状況】 〇比較的よくできていた点 ●課題のあった点
○図表などを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することはできている。

〔 ２⃣ 二 〕
●目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分類したり関係付けたり

して、伝え合う内容を検討することに課題がある。〔 １⃣  一 〕
●目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることに課題があ

る。〔 ３⃣ 三 (1)〕

教科に関する調査結果
１ 調査結果の概要

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

相模原市 5,161 9.4 / 14 67 10.0 3.1

神奈川県（公立） 66,704 9.3 / 14 66 10.0 3.1

全国（公立） 936,137 9.4 / 14 66.8 10.0 3.0

小学校 国語

14

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 2

(2) 情報の扱い方に関する事項 1

(3) 我が国の言語文化に関する事項 1

Ａ　話すこと・聞くこと 3

Ｂ　書くこと 3

Ｃ　読むこと 4

知識・技能 4

思考・判断・表現 10

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 9

短答式 3

記述式 2

問題形式

65.4 65.5 64.7

77.3 75.9 78.5

58.4 56.8 58.8

57.5

評価の観点

73.6 72.9 74.5

64.3 63.863.9

学習
指導
要領
の

内容

　全体 67 66 66.8

分類 区分
対象問題数

（問）

平均正答率(％)

貴教育委員会 神奈川県（公立） 全国（公立）

思考力、
判断力、
表現力等

67.0 66.5 66.3

70.1

知識及び
技能

74.9 73.3 76.9

63.5 63.7 63.1

81.3 81.3 81.2

69.9 69.5

57.9 57.5

【正答数ごとの層分布（全国四分位）】



２ 成果と課題

（１） 比較的よくできていた問題

〇趣旨

図表などを用いて、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができるかどうかをみる。

〇問題

正答率：83.1％
（全国：81.8％）



〇趣旨

目的や意図に応じて、日常生活の中から話題を決め、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝え
合う内容を検討することができるかどうかをみる。

〇問題

【学習のポイント】

インタビューなどを通して特定の相手から話を聞く際は、何を知りたいかを明らかにした上で、

質問内容を検討することが重要です。また、必要に応じて、インタビューをする相手や知りたいこと

などについて事前に情報を集めておき、それらを踏まえて質問を検討することも考えられます。

また、集めた情報については、種類別に並び替えたりまとめたり、関連する情報同士を線でつな

いだりして分かりやすくするなどの工夫ができます。

このように、インタビューを行う際は、どんな質問をすればよいか事前に考えるとともに、質問内

容を検討するための情報を収集するなど、ねらいをもって質問をすることが大切です。

正答率：54.1％
（全国：53.3％）

（２） 課題の見られた問題と学習のポイント



〇趣旨

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けることができるかどうかを
みる。

〇問題

【学習のポイント】

図鑑や新聞などを読む際は、文章と文中に使われている図表から読み取れることを結びつけて

必要な情報を読み取れるようにすることが大切です。特に、文中の図表が、文章のどの部分を詳し

く説明しているのかを明らかにしながら読むことで、内容の確かな理解につながります。

また、文章を読むことの目的に応じて必要な情報も変わってきます。「レポートを書くために読

む」「話し合いで相手を納得させるための情報を集めるために読む」など、読む目的を明確にし、そ

の目的に合わせて必要な情報を見付けだすことを意識して読みましょう。

正答率：43.0％
（全国：40.8％）

[
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【調査結果から分かる本市の状況】 〇比較的よくできていた点 ●課題のあった点
○目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすることはできている。

〔 １⃣ 二 〕
●自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くことに課題がある。

〔 １⃣ 四 〕
●資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫することができ
る。〔 ２⃣ 四 〕

教科に関する調査結果
１ 調査結果の概要

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

相模原市 4,820 7.7 / 14 55 8.0 2.7

神奈川県（公立） 59,447 7.6 / 14 55 8.0 2.7

全国（公立） 870,560 7.6 / 14 54.3 8.0 2.7

中学校 国語

【正答数ごとの層分布（全国四分位）】

14

(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 2

(2) 情報の扱い方に関する事項 0

(3) 我が国の言語文化に関する事項 0

Ａ　話すこと・聞くこと 4

Ｂ　書くこと 5

Ｃ　読むこと 3

知識・技能 2

思考・判断・表現 12

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 8

短答式 2

記述式 4

分類 区分
対象問題数

（問）

全体

評価の観点

48.2

問題形式

学習指
導

要領の
内容

知識
及び
技能

思考力、
判断力、
表現力等

平均正答率(％)

貴教育委員会 神奈川県（公立）

55 55 54.3

48.1

53.7 53.9 53.2

全国（公立）

52.8

63.0 62.9 62.3

49.0

55.7 55.5

25.425.8

53.1 52.3

48.2 49.0

48.1

55.3

25.3

64.8 63.9

71.8 73.6

64.4

73.7



２ 成果と課題

（１） 比較的よくできていた問題

〇趣旨

目的に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすることができるかどうかをみる。

〇問題

正答率： 83.2 ％
（全国：82.5％）



〇趣旨

自分の考えが伝わる文章になるように、根拠を明確にして書くことができるかどうかをみる。

〇問題

【学習のポイント】

文章を通して自分の考えを伝えるためには、根拠を明確にして書くことが重要です。例えば、根

拠としては、「複数の具体的な事例」や「専門的な資料（図鑑・論文・公式サイト）からの引用」等が考

えられます。

自分の考えを伝えるような文章(例：意見文・説明文)を書く際は、「どんな根拠を示せば相手を納

得させることができるか」を意識するようにしましょう。

（２） 課題の見られた問題と学習のポイント

正答率：28.3％
（全国：31.0％）

【正答例】
〔Bーウを選択した場合〕

今年は、ペン立てづくりの体験コーナーを設けています。
これは、昨年の参加者から、つくってみたいという感想をも
らったからです。みなさんの参加をお待ちしています。



〇趣旨

資料や機器を用いて、自分の考えが分かりやすく伝わるように表現を工夫することができるかどうか
をみる。

〇問題

【学習のポイント】

スピーチやプレゼンテーションといった言語活動を行う中で一人一台端末等を活用する際、活用

の目的を明確にすることが大切です。例えば、「最も伝えたいことを強調するため」、「説明をより

詳しくするため」などが考えられます。言語活動を通して、伝えたい内容を明らかにした上で、資料

の内容を吟味したり、提示するタイミングを検討したりしましょう。

正答率： ２３．３ ％
（全国：２３．2％）

【正答例】
〔Bを選択した場合〕

地域の人たちと中学生が、笑顔でマリーゴールドの手入れをして
いるイラストに変更すると、「学校と地域が、マリーゴールドでつ
ながった」ときの様子が、視覚的にもよく伝わると思います。



【調査結果から分かる本市の状況】 〇比較的よくできていた点 ●課題のあった点
○伴って変わる二つの数量の関係に着目し、必要な数量を見いだすことができる。

〔 ４⃣ (1) 〕
●台形の意味や性質を理解することに課題がある。〔 ２⃣ (2) 〕
●目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その理由を言葉や数を用いて

記述することに課題がある。〔 １⃣ (2) 〕

教科に関する調査結果
１ 調査結果の概要

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

相模原市 5,159 9.2 / 16 57 10.0 4.1

神奈川県（公立） 66,728 9.4 / 16 59 10.0 4.1

全国（公立） 936,399 9.3 / 16 58.0 10.0 4.0

小学校 算数

16

Ａ　数と計算 8

Ｂ　図形 4

Ｃ　測定 2

Ｃ　変化と関係 3

Ｄ　データの活用 5

知識・技能 9

思考・判断・表現 7

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 6

短答式 6

記述式 4

54.4 55.1 54.8

57 59 58.0

35.4 34.9

67.1 67.268.7

63.4

57.5

64.2 64.0

34.1

評価の観点

65.5

対象問題数
（問）

平均正答率(％)

貴教育委員会 神奈川県（公立） 全国（公立）

64.7 65.7

62.6

分類 区分

63.2

48.3

問題形式

48.1 49.6

55.8 56.2

58.3 59.9

63.2

　全体

学習指導要領の領域

62.6 63.5 62.3

53.6

【正答数ごとの層分布（全国四分位）】



〇趣旨

台形の意味や性質について理解しているかどうかをみる。

〇問題

（２） 課題の見られた問題と学習のポイント

２ 成果と課題

（１） 比較的よくできていた問題

〇趣旨

伴って変わる二つの数量の関係に着目し、必要な数量を見いだすことができるかどうかをみる。

〇問題

正答率：83.9％
（全国：82.8％）

【学習のポイント】

台形は向かい合う一組の辺が平行な四角形であることから、向かい合う一組の辺に着目し、その

位置関係が平行である四角形を選ぶことができるようにすることが大切です。

様々な図形を、辺の長さや角の大きさ、それらの位置関係など、図形の構成要素に着目して図形

を捉えられるようにすることが重要です。

正答率：43.3％
（全国：50.2％）



〇趣旨

〇問題

【学習のポイント】

グラフ２は、 「都道府県別のブロッコリーの出荷量の割合」を表しており、このグラフから都道府

県Aの出荷量の「割合」は、2013年から2023年にかけて減っていることが分かります。しかし、

出荷量の全体が分からないため、出荷量が増えたかどうかを判断することはできません。

「都道府県別のブロッコリーの出荷量」を表しているのはグラフ３で、2013年から2023年にか

けて、都道府県Aの出荷量が約２万tから約2.5万tに増加していることから、出荷量が増えたと判

断することができます。

このように、グラフから何が読み取れるのかや、グラフのどの部分に着目すれば判断できるのか

などについて話し合う活動等を通して、目的に応じて適切なグラフを選択して判断し、判断した理

由を言葉や数を用いて説明できるようにすることが大切です。

【正答例】
記号：ア
わけ：グラフ３を見ると、2013年の都道府県Ａのブロッコリーの出荷量は約２万ｔ、2023

年の都道府県Ａのブロッコリーの出荷量は約2.5万ｔで2023年のほうが多いです。
だから、都道府県Ａのブロッコリーの出荷量は増えています。

目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断し、その理由を言葉や数を用いて記述でき
るかどうかをみる

正答率：30.6％
（全国：31.0％）



【調査結果から分かる本市の状況】 〇比較的よくできていた点 ●課題のあった点
○事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ることができる。 〔８⃣ (1)〕
●相対度数の意味を理解することに課題がある。 〔 ５⃣ 〕
●式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を用いて説明することに課題
がある。 〔 ６⃣ (2) 〕

教科に関する調査結果
１ 調査結果の概要

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

相模原市 4,827 7.5 / 15 50 7.0 4.3

神奈川県（公立） 59,479 7.6 / 15 51 7.0 4.3

全国（公立） 871,097 7.2 / 15 48.3 7.0 4.2

中学校 数学

【正答数ごとの層分布（全国四分位）】

15

Ａ　数と式 5

Ｂ　図形 4

Ｃ　関数 3

Ｄ　データの活用 3

知識・技能 9

思考・判断・表現 6

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 3

短答式 7

記述式 5

対象問題数
（問）

平均正答率(％)

貴教育委員会 神奈川県（公立） 全国（公立）

42.0 42.6

55.8 56.2

評価の観点

問題形式

全体 50 51 48.3

学習指導要領の
領域

45.9 47.1 43.5

49.8 50.2 46.5

50.0 50.5

分類 区分

48.2

58.4 58.1 58.6

39.1

53.2 53.5 52.0

42.0 42.8 39.6

57.1

54.4

54.057.9



（２） 課題の見られた問題と学習のポイント

２ 成果と課題

（１） 比較的よくできていた問題

〇趣旨

〇問題

〇趣旨

与えられた度数分布表について、ある階級の相対度数を求めることができるかどうかをみる

〇問題

【学習のポイント】

「相対度数」とは、総度数に対する各階級の度数の割合を示す値のことです。20ｍ以上25ｍ未満

の階級の度数は10であることから、総度数の40で割ると相対度数の「0.25」を求めることがで

き、全体の25％がその階級に属していることが分かります。

このように、総度数に占める各階級の割合を考えることで相対度数の意味を理解したり、相対度

数を用いて総度数の異なる二つの集団の傾向を比較することでその必要性に気付いたりできるよ

うにすることが大切です。

正答率：38.7％
（全国：42.5％）

【正答】 0.25

事象に即して、グラフから必要な情報を読み取ることができるかどうかをみる。

正答率：73.5％
（全国：71.9％）



〇趣旨

式の意味を読み取り、成り立つ事柄を見いだし、数学的な表現を用いて説明することができるかどう
かをみる。

〇問題

正答率：28.5％
（全国：25.7％）

【正答例】
連続する２つの３の倍
数の和は、奇数である。

【学習のポイント】

「太一さんの式の変形」より、計算された式が2(3n+1)+1となっていることから、連続する２つ

の３の倍数の和が2×（整数）+1の形になっていることを捉え、この数が「２の倍数に１を加えた数」

つまり「奇数」であることに気付けるようにすることが大切です。その上で、「連続する２つの３の倍

数の和は、奇数になる。」のように、見出した事柄を数学的な表現で説明できるようにしましょう。

さらに、「連続する２つの３の倍数の和が３の倍数になる」ことが分かったら、「連続する３つの３

の倍数の和はどうなるか。」といった、新たな問題を、自分自身で見出せるようにすることも重要で

す。連続する３つの３の倍数の和は、3n+(3n+3)+(3n+6)=9n+9=9(n+1)となります。

連続する３つの３の倍数の和がどのような数になるのか説明することができるでしょうか。



【調査結果から分かる本市の状況】 〇比較的よくできていた点 ●課題のあった点
○赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、赤玉土の量と水の量を正しく設
定した実験の方法を発想し、表現することはできている。〔 １⃣ (1) 〕

●身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付けられる物があることを理解するこ
とに課題がある。〔 ２⃣ (1) 〕

●レタスの種子の発芽の条件について、差異点や共通点を基に、新たな問題を見いだし、表現
することに課題がある。〔 ３⃣ (4) 〕

教科に関する調査結果
１ 調査結果の概要

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

相模原市 5,168 9.8 / 17 58 10.0 3.9

神奈川県（公立） 66,800 9.7 / 17 57 10.0 3.9

全国（公立） 936,576 9.7 / 17 57.1 10.0 3.8

小学校 理科

貴教育委員会

17 58

「エネルギー」を柱とする領域 4 46.0

「粒子」を柱とする領域 6 52.3

「生命」を柱とする領域 4 53.6

「地球」を柱とする領域 6 67.7

知識・技能 8 55.4

思考・判断・表現 9 60.0

主体的に学習に取り組む態度 0

選択式 11 55.8

短答式 4 68.9

記述式 2 46.9

　全体 57 57.1

分類 区分
対象問題数

（問）

平均正答率(％)

神奈川県（公立） 全国（公立）

51.7 51.4

学習
指導
要領
の区
分・領

域

51.2 52.0

66.6 66.7

46.6 46.7

評価の観点

54.8 55.3

58.9 58.7

問題形式

55.4 54.7

68.1 69.7

43.5 45.2

Ａ区分

Ｂ区分

【正答数ごとの層分布（全国四分位）】



２ 成果と課題

（１） 比較的よくできていた問題

〇趣旨

赤玉土の粒の大きさによる水のしみ込み方の違いについて、赤玉土の量と水の量を正しく設定した実
験の方法を発想し、表現することができるかどうかをみる。

〇問題

正答率：81.1％
（全国：79.5％）

【正答】

ア 300 イ 250



〇趣旨

身の回りの金属について、電気を通す物、磁石に引き付けられる物があることの知識が身に付いてい
るかどうかをみる。 

〇問題

【学習のポイント】

ハサミや空き缶、ペットボトルなどの身近な物について、電気を通すか、磁石に引き付けられるか

といった性質を調べたり、共通の素材や物質は何かを考えたりすることが大切です。

そのうえで、金属は電気を通すこと、金属の中でも物質によって磁石に引き付けられるものと引

き付けられないものがあることを説明できるようにしましょう。

（２） 課題の見られた問題と学習のポイント

【正答】
アルミニウム 

鉄 
銅 

正答率：9.9％
（全国：10.6％）

⇒ ２
⇒ １
⇒ ２



〇趣旨

レタスの種子の発芽の条件について、差異点や共通点を基に、新たな問題を見いだし、表現することが
できるかどうかをみる。

〇問題

正答率：35.5％
（全国：29.9％）

【正答例】
レタスの種子が発芽するために、
日光は必要なのだろうか。

【学習のポイント】

本問題では、水、空気があり、温度が室温であっても、日光や肥料がない条件下では、レタスの種

子が発芽しなかったという結果から、レタスの種子の発芽には日光や肥料が影響しているのでは

ないかと考え、新たな疑問を生み出すことができます。

このように、自然の事物・現象について疑問をもち、ある結果が起こるための条件や理由を調べ

たり考えたりする習慣を身に付けることは、物事を科学的に探究するうえで大切です。また、考え

たことについて周りの人と話し合うことも、理解を深めるよい活動となります。



【調査結果から分かる本市の状況】 〇比較的よくできていた点 ●課題のあった点
○科学的な探究を通してまとめたものを他者が発表する学習場面において、探究から生じた新

たな疑問や身近な生活との関連などに着目した振り返りを表現することはできている。
〔 １⃣ (6) 〕

●【考察】をより確かなものにするために、音に関する知識及び技能を活用して、変える条件
に着目した実験を計画し、予想される実験の結果を適切に説明することに課題がある。
〔 ２⃣ (1) 〕

●小腸の柔毛、肺の肺胞、根毛に共通する構造について学習する場面において、共通性と多様
性の見方を働かせながら比較し、多面的、総合的に分析して解釈することに課題がある。
〔 ７⃣ (1)〕

教科に関する調査結果
１ 調査結果の概要

中学校 理科

生徒数
平均正答数 平均

IRTスコア
標準偏差

【１】 【２】、【９】 【５】、【８】 【３】、【６】 【４】、【７】

相模原市 4,804 3.1/6 2.0/4 2.0/4 2.3/4 2.2/4 509 120.4

神奈川県（公立） 58,791 3.0/6 2.1/4 2.0/4 2.3/4 2.3/4 510 124.3

全国（公立） 864,634 2.9/6 2.0/4 1.9/4 2.3/4 2.3/4 503 124.0

【IRTスコア分布グラフ （パーセンタイル値：10％、25％、50％、75％、90％）】

【IRTバンド分布比較】



２ 成果と課題

（１） 比較的よくできていた問題

〇趣旨

科学的な探究を通してまとめたものを他者が発表する学習場面において、探究から生じた新たな疑問
や身近な生活との関連などに着目した振り返りを表現できるかどうかをみる。

〇問題

正答率：80.8％
（全国：79.4％）

（6 ）

【正答例①】
精製水は水道水を蒸留したりろ過したりして、つくられることが分かり、ミネラルウォー

ターはどのようにしてつくられているのかについてさらに疑問を感じたので、調べてみたい
と思いました。
【正答例②】

最初は、水道水と精製水の性質に大きな違いがないと思っていましたが、それぞれのつく
り方など大きな違いが実際にあるという考えに変わりました。
【正答例③】
コンタクトレンズの保存液に精製水と書いてあったので、身近な生活とのつながりがあるこ
とが分かりました。



〇趣旨

【考察】をより確かなものにするために、音に関する知識及び技能を活用して、変える条件に着目した
実験を計画し、予想される実験の結果を適切に説明できるかどうかをみる。 

〇問題

正答率：16.2％
（全国：14.0％）

（1 ）

（２） 課題の見られた問題と学習のポイント

【正答例①】
アを選択し、「実験１、２より振動数が多いことが分かればよい。」

【正答例②】
イを選択し、「実験１より振動数が少なく、実験２より振動数が多いこ

とが分かればよい。」

【学習のポイント】

本問題では、実験の結果から「ストロー内の空気が入る長さが長くなるにつれて、音はだんだん

低くなるのではないか。」という予想を立て、その予想が正しいかどうかを検証するための追加の

実験を考えています。その際、「予想が正しいならば、このような実験結果が得られるだろう。」とい

う見通しをもって実験を行うことで、質の高い考察を行うことができます。

このように、観察、実験を行う際は、目的を明確にして考察の妥当性を高め、科学的に探究できる

ようにしましょう。



〇趣旨

小腸の柔毛、肺の肺胞、根毛に共通する構造について学習する場面において、共通性と多様性の見方
を働かせながら比較し、多面的、総合的に分析して解釈することができるかどうかをみる。

〇問題

【学習のポイント】

小腸の柔毛、肺の肺胞、植物の根毛の共通点を探し、その理由を考えることが大切です。これらは

すべて「表面積を広げることで吸収効率を高める」という性質があります。こうした性質は、生活の

中にあるさまざまな物にも利用されています。例えば、吸水性の高いタオルやマイクロファイバーク

ロスは、小腸の柔毛のように突起状の構造で表面積を増やし、吸収効率を高めています。

理科で学んだことが、「身近な物や日常生活にどのように生かされているのか。」、「なぜそうなる

のか。」を考えてみましょう。

（1 ）

正答率：29.2％
（全国：34.8％）


